
劇
、
行
列
等
の
催
し
あ
り
、
其
番
組
の
敷
二
十
六
七
の
多
き
に
逹
し
、
各
自
非

常
の
意
氣
込
に
て
準
備
を
な
し
つ

4

あ
る
を
以
て
、
営
日
の
盛
況
今
よ
り
想
像

す
る
に
餘
り
あ
り
、
其
詳
細
は
次
琥
の
誌
上
に
報
道
す
べ
し
。

関

連

事

項

桜
岡
三
四
郎
の
留
学

桜
岡
三
四
郎
は
、
明
治
三
十
年
一
月
二
十
三
日
付
で
本
校
助
教
授
と
な
る

が
、
翌
三
十
一
年
岡
倉
校
長
退
陣
に
殉
じ
て
懲
戒
免
官
と
な
る
。
『
鋳
金
近
代

史
稿
』
（
昭
和
三
十
二
年
四
月
。
鋳
金
家
協
会
）
に
は
、
「
明
治
三
十
一
年
、
美

校
騒
動
に
よ
っ
て
退
陣
し
た
岡
倉
一
派
が
日
本
美
術
院
創
立
の
企
画
を
発
表
、

鋳
金
家
と
し
て
は
、
岡
崎
雪
声
・
桜
岡
散
城
（
三
四
郎
）

・
山
本
若
次
郎
等
が
参

加
し
た
。
日
本
美
術
院
に
は
鋳
金
部
が
設
置
さ
れ
、
新
人
の
蓑
成
に
も
当
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
鋳
金
部
で
は
和
洋
両
系
統
に
分
れ
、
衝
突
し
た
た
め
工
場
を

〔
鋳
金
科
]

分
け
る
等
し
て
調
整
し
た
が
、
石
川
浩
洋
（
美
校
第
一
回
卒
）
を
中
心
と
す
る
洋

風
鋳
造
が
盛
況
を
極
め
一
時
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
洋
風
は
数
年
経
ず
し

て
失
敗
、
浩
洋
は
仏
印
に
渡
っ
た
の
で
、
そ
の
後
は
和
風
の
独
壇
場
と
も
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
和
風
鋳
造
も
三
十
六
年
頃
に
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
あ

る
。
美
術
院
鋳
金
部
の
創
設
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
た
め
か
明
治
三
十

二
年
後
半
の
桜
岡
は
、
軍
人
と
し
て
の
生
活
に
専
念
し
、
美
術
に
復
帰
す
る
の

は
、
十
一
月
二
十
二
日
に
除
隊
し
て
、
十
二
月
一
日
、
谷
中
に
鋳
造
研
究
所
を

開
設
し
て
か
ら
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
五
月
十
二
日
付
で
本
校
助
教
授
に
復

職
、
専
ら
依
嘱
製
作
に
従
事
す
る
。
鋳
金
科
主
任
と
な
っ
た
三
十
五
年
に
「
錨

金
術
研
究
ノ
為
満
三
ヶ
年
間
佛
國
米
國
へ
留
学
ヲ
命
ス
明
治
三
十
六
年
中
本

邦
ヲ
出
焚
ス
可
シ
」
と
の
通
知
を
八
月
一
月
付
で
文
部
省
か
ら
受
け
る
。
工
芸

①
 

〔
同
三
十
八
年
〕

〔
同
三
十
九
年
〕

六
月

四
月

六
日 日

十

月

七

日

三
月
十
四
日

八
月
廿
五
日

明
治
三
十
六
年
〕
二
月
廿
四
日

學
ス

即
日
東
京

関
係
者
と
し
て
は
初
め
て
の
国
費
留
学
生
で
あ
る
。
留
学
中
の
消
息
に
つ
い
て

は
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
の
通
信
欄
に
寄
せ
た
手
紙
な
ど
で
知
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
。
自
由
の
女
神
像
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ヴ
ソ
紀
念
標
、
シ
ャ
ー
マ
ン
将

軍
像
な
ど
の
大
型
金
属
像
の
構
造
や
設
置
状
況
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た

鋳
造
工
場
を
意
欲
的
に
見
学
、
各
種
製
造
機
械
類
の
カ
タ
ロ
グ
収
集
に
も
努
め

た
。
三
十
八
年
の
春
に
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
て
、
当
州
よ
り
セ

ソ
ト
ル
イ
ス
博
へ
出
品
さ
れ
た
大
像
の
鋳
造
に
も
関
係
し
た
。
三
十
八
年
秋
に

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
離
れ
渡
欧
、
そ
れ
以
後
帰
国
ま
で
の
行
動
は
ほ
と
ん
ど
不

明
で
あ
る
。
以
下
三
十
六
年
以
降
の
履
歴
を
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴

書
」
よ
り
転
載
す
る
。

廿
四
日
紐
育

東
京
新
橋
騨
ヲ
発
シ
横
濱
ョ
リ
汽
船
旅
順
丸
二
搭

シ
米
國
留
學
ノ
途
二
就
ク

北
米
合
衆
國
、
ソ
ャ
ト
ル
港
二
上
陸

府
二
入
ル

明
治
三
十
九
年
四
月
廿
日
迄
留
學
延
期
ヲ
命
ス

米
國
紐
育
港
出
疲
白
耳
義
ヲ
粧
テ
佛
國
巴
里
二
轄

留
學
満
期
二
付
佛
國
巴
里
ヲ
出
登
シ
古
美
術
研
究

ノ
為
伊
太
利
國
ヲ
巡
歴
シ
更
二
轄
シ
テ
英
國
倫
敦

ニ
入
ル

回
航
ノ
軍
艦
鹿
島
二
便
乗
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
同
國
ポ

ー
ツ
マ
ウ
ス
軍
港
ヲ
祓
錨
シ
ス
ヰ
ス
運
河
ヲ
紐
テ

八
月
四
日
本
邦
横
須
賀
軍
港
二
上
陸
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沼
田
一
雅
と
陶
像
研
究

沼
田
一
雅
は
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書
」
に
よ
る
と
明
治
六
年
福
井

に
生
ま
れ
、
満
六
歳
の
と
き
か
ら
父
に
彫
刻
を
習
い
、
明
治
十
九
年
に
兵
庫
県

品
評
会
へ
写
生
像
置
物
を
出
品
し
て
銅
賞
を
受
賞
。
翌
二
十
年
奈
良
へ
遊
学

し
、
東
大
寺
法
華
堂
不
動
尊
を
模
造
。
同
二
十
四
年
一
月
修
業
の
た
め
上
京

し
、
同
年
二
月
以
降
六
ヶ
月
問
、
竹
内
久
一
の
奈
良
古
美
術
模
刻
に
従
い
、
同

年
十
月
か
ら
一
年
間
、
岡
崎
雪
声
に
蠍
型
を
学
び
、
翌
二
十
五
年
十
一
月
か
ら

二
年
間
、
竹
内
久
一
に
彫
刻
を
学
ん
だ
。
彫
刻
競
技
会
や
日
本
美
術
協
会
に
出

品
し
て
受
賞
を
続
け
、
二
十
七
年
九
月
に
本
校
鋳
金
科
蛾
型
教
場
助
手
と
な

り
、
二
十
九
年
四
月
に
助
教
授
に
昇
格
。
三
十
三
年
。ハ
リ
万
国
博
で
金
牌
を
受

け
、

一
躍
名
を
馳
せ
た
。

一
雅
は
も
と
大
阪
天
王
寺
畔
の
焼
物
屋
の
息
子
で
、
道
端
で
土
い
じ
り
を
し

③
 

帰
国
年
の
明
治
三
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
付
で
本
校
教
授
と
な

っ
た
。

②

専
門
学
校
令
発
布

本
年
三
月
二
十
七
日
、
勅
令
第
六
十
一
号
に
よ
り
専
門
学
校
令
が
発
布
さ
れ
、

高
等
の
学
術
、
技
芸
を
教
授
す
る
学
校
は
専
門
学
校
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
官

立
学
校
と
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
公
、
私
立
学
校
が
含
ま
れ
、
い
ず
れ
も

修
業
年
限
は
三
年
以
上
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
法
令
に
よ
り
、
千
葉

・
仙
台

・

岡
山

・

金
沢
•

長
崎
の
各
医
学
校
、
東
京
外
国
語
学
校

、

東
京
音
楽
学
校
お
よ

び
本
校
は
官
立
専
門
学
校
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
法
令
は
昭
和
二
十
二
年
学

校
教
育
法
の
公
布
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。

一
入
ル

て
い
る
の
を
通
り
か
か
っ
た
竹
内
が
見
つ
け
、
オ
能
を
見
込
ん
で
東
京
へ
伴
れ

て
き
て
修
業
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
正
木
直
彦
著
『
回
顧
七
十
年
』
所
収

「
沼
田
一
雅
と
陶
像
と
メ
ダ
ル
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
お
り
、
今
日
こ
れ
が
定

説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
雅
を
発
見
し
た
の
は
海
野
美
盛
だ
と
い
う
説

も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
一
雅
が
パ
リ
万
国
博
で
金
牌
を
受
賞
し
た
際
、
『
中
央
新

聞
』
（
明
治
三
十
三
年
十
月
八
日
）
に
掲
げ
ら
れ
た

「紐
空
青
年
彫
刻
家
（
二
）
沼
田
一

雅
」
と
題
す
る
記
事
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

一
雅
の
父
一
珍
は
福
井
藩
士
で
あ

っ
た
が
、
維
新
後
大
阪
に
移
っ
て
商
業
を
試
み
て
失
敗
し
、
京
都
に
移
り
、
池

田
清
助
に
陶
土
を
分
け
て
貰
っ
て
拮
り
も
の
を
作
っ
て
生
計
を
た
て
た
。
一
雅

は
父
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
う
ち
に
才
能
を
発
揮
し
始
め
、
十
五
歳
の
と
き
父

と
大
阪
に
遊
び
、
千
日
前
で
象
を
見
、
こ
れ
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
よ
く
出
来
て

大
阪
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
、
大
賀
可
楽
に
激
賞
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

時
に
海
野
美

「
其
の
翌
年
ま
た
奈
＿艮
に
遊
ひ
三
月
堂
の
不
動
を
模
造
せ
り

盛
た
ま
／
＼
京
都
に
遊
ひ
一
雅
の
伎
伺
凡
な
ら
ざ
る
を
知
り
共
に
上
京
せ
む

こ
と
を
勧
め
し
か
と
こ
の
時
は
一
雅
す
で
に
一
家
の
生
計
を
助
け
つ

4
あ
り

し
か
ば
そ
の
事
果
さ
ず
そ
の
翌
十
七
歳
に
至
り
て
初
め
て
志
を
決
し
て
京

都
を
辟
し
東
京
に
来
り
て
美
盛
に
依
り
幾
ば
く
も
な
く
竹
内
久
一
に
就
き
て

學
び
ま
た
之
に
従
ふ
て
奈
一艮
に
行
き
居
る
こ
と
一
年
ば
か
り
大
に
奈
艮
朝
の

彫
刻
を
研
究
す
る
を
得
た
り
」

と
い
う
。
海
野
美
盛
は
明
治
二
十
二
年
前
後
四
年
問
、
「
山
城
大
和
紀
伊
ヲ
歴

遊
シ
古
社
寺
之
国
宝
及
正
倉
院
御
物
之
拝
観
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
研
究
」
し
、
そ
の

間
京
都
で
一
年
余
り
小
倉
惣
次
郎
に
洋
式
油
土
彫
刻
を
、
今
尾
景
年
に
四
條
派
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